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 「被災地のボランティアの方をボランティアで支
援しています。被災地では、被災者を援助する体
制は整いますが、ボランティアに入った人までは
とても援護できません。そこへ私たちボランティ
アネットワークが入っていき、ボランティアセン
ターの立ち上げや炊き出しのやり方など作業がス
ムーズに行くように手を差し伸べています」と、実
に明るくにこやかな山口さん。
　１９９９年に山口さんが設立した「災害救援ネット
ワーク北海道」は、全国組織の「全国災害救援ネッ
トワーク」と「震災をつなぐネットワーク」の傘下
にあり、「北海道ボランティアサポートセンター」
や「北海道ボランティアコーディネイト協会」と手
をつなぎながら、レスキューレンジャー北海道、ス
ノーモビルレスキュー連盟、NPO日本救難バイク
協会北海道支部などと連携を取り、救難要請が
あった場合に直ちに現地に向かう体制を整えてい
ます。
　また、山口さんは全国各地域でボランティアに関
する講演や炊き出し実習など年間８０本もの活動
と、災害時には現地調査と行政が手の届かない部
分での救援活動などを行っています。
　「各地区の災害情報は逐次FAXが送られてくる
ので状況は常に把握しています。現地で不足して
いる物資があれば調達してすぐに発送します。こ
の前の福島豪雨で、現在タオルが足りないという
連絡を受けたので、全道の社会福祉協議会に呼び
かけて集めました。これから送るところです」と話
す山口さんのお宅には、山のようにタオルが積ん
でありました。

　「今年は道内全市町村の社会福祉協議会やボラ
ンティアセンターを回って、その町にあったボラ
ンティア方法を企画提案しているところです。災
害時に社会福祉協議会などを窓口に、地域で動け
る若い人を集めて支援していく体制づくりのノウ
ハウなどを教えています。災害は絶対起こらない
とは言えません。もしもの時に、被災者が今日食
べるもの、今日寝るときの毛布を迅速に配布でき
るように備蓄もしています。行政が動ける体制に
なるまでのつなぎ役としてやっています」とあくま
でも、ボランティアや行政をバックアップする体
制に徹しています。
　「春の当別消防まつりで炊き出し実習を行いま
した。消防には当然予算はないので、自分たちで
農家を回って野菜を分けてもらい、ボランティア
センターでお手伝いの人を手配してもらいながら
作った豚汁500食は、あっという間になくなりまし
た。
　８月初めの教育委員会主催事業の岩出山町との
ジュニアリーダー交流にも、子供たちに豚汁の炊
き出し実習を行いました。おぼつかない手で芋の
皮剥きからおにぎりづくり、できた豚汁をみんな
でおいしく食べたことが、いつか何かあったとき
の経験になっていってほしいと思っています。
　各地域のコミュニケーションづくりや、人づく
り、町づくりをお手伝いして、最終的に災害時に地
域が連携してやっていけることが大切だと思って
います」と歯切れ良く話す山口さんは、今日もボラ
ンティア支援に全国を駆け巡っています。
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